	分野
	総合分野（学校設定科目等）

	タイトル
	新旧のビジネスリーダーが目指す企業の在り方

	教材からの学び
	１　渋沢栄一と豊田章男会長の人物とビジネスに対する考え方を知る。
２　新旧のリーダーの共通点を知り、企業のあるべき姿、あるべき経営について考察し、企業の進む道を理解する。
３　ビジネスと道徳の関係性を知り、企業倫理の必要性について理解する。
４　時代が変化しても不変の根本的なものを理解する。

	時間数
	２時間（講義及びアサインメントの作成１時間、ケースメソッド１時間）

	授業の
進め方
	１時間目（講義とアサインメントの作成）
＜ケース教材を用いた講義及びアサインメントの作成＞
・ケース教材に渋沢栄一と豊田章男会長について記載されているのでそれを読む。
・両者に対する理解を深めるために、ケース教材に記載されているYouTube動画を視聴する。特に渋沢栄一については動画によって理解促進が図られるので必ず視聴する。
・講義終了後、アサインメントを作成する。授業時間中に終わらない場合は学習課題とするか、もう１時間アサインメント作成のための時間をとる。

２時間目（ケースメソッド）
＜グループ内意見共有＞
・最初の10分は４～６名程度のグループ内で意見共有を行う。10分でアサインメント全てを意見共有できないので、アサインメント３・４を中心として意見共有を行う。
＜全体意見共有＞
・アサインメントの順で意見共有を行う。重点的に行いたいのはアサインメント３・４・５になるので、アサインメント１・２については、スプレッドシートや授業支援アプリなど（ロイロノートなど）を活用して意見共有してもよい。
＜振り返りの共有＞
・授業の最後に振り返りを書かせるとともに、スプレッドシートなどを活用して生徒同士で振り返りの共有を行うとより学習効果が上がる。


ティーチングノート




[bookmark: _Hlk177476722]ケースメソッド　「新旧のビジネスリーダーが目指す企業の在り方」
～変化する世の中で不変のものは何なのか？？～　

授業計画

■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　基礎学習

■本単元の目標
１時間目（ケース教材を用いた講義及びアサインメントの作成）
　・渋沢栄一と豊田章男会長の人物とビジネスに対する考え方を知る。
　・渋沢栄一の「論語と算盤」の内容を理解する。
　・ビジネスと企業倫理の関係性を理解する。

　２時間目（研究発表）
　・新旧のリーダーの共通点を知り、企業のあるべき姿、あるべき経営について考察し、企業の進む道を理解する。
・時代が変化しても不変の根本的なものを理解する。
　・他者の意見により、多面的・多角的な視野を獲得する。

■評価規準
【Ａ】知識・技術（アサインメント１・２）
  ・ビジネスリーダーの考え方について理解し、リーダーとしての資質や思考について自己の意見を述べている。

【Ｂ】思考・判断・表現（アサインメント３・４・５）
・ビジネスと企業倫理の在り方を知りあるべき企業の姿について自己の意見を述べている。
・時代が変化しても変わらないものについて考察し、自己の意見を構築している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
・評価はケースメソッド評価シートを用いて行う。
・ケースメソッドには間違った意見などはないので、発言しやすいような雰囲気を教員がつくるとともに、否定はしない。



■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜ケース教材を用いた講義及びアサインメントの作成＞
・ケース教材に渋沢栄一と豊田章男会長について記載されているのでそれを読む。
・両者に対する理解を深めるために、ケース教材に記載されているYouTube動画を視聴する。
・講義終了後、アサインメントを作成する。学習課題とするか、もう１時間アサインメント作成のための時間をとる。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（７分）
　・今回の学習はビジネスリーダーの在り方、考え方について学んでいきたいと思います。今回は渋沢栄一とトヨタ自動車の豊田章男会長からビジネスリーダーについて考えていきたいと思います。皆さん、渋沢栄一と豊田章男会長について知っていることを教えてください。
　・挙手をさせて発言させる（一万円札、実業家、ＮＨＫの大河ドラマの主人公、トヨタ自動車の会長、モリゾウ、車好きなどが出てくると思われる）。
　・渋沢栄一は「日本資本主義の父」と呼ばれ、生涯に500もの会社の設立に携わりました。現在の大企業の多くは渋沢栄一が携わっていたと言えます。また、豊田章男会長は2023年にトヨタ自動車の会長職に就任し、それまでは社長を務めていました。日本のモノづくりについて強い想いをもち、日本の自動車産業の発展に尽力されました。また、自動車だけでなく街づくりにも力を入れ、静岡の裾野市に「Woven City」と呼ばれる未来型の実証実験都市を作りました。ここで実証実験を行い新しいイノベーションを創っていこうとされています。渋沢栄一は歴史上の人物です。豊田章男会長は現在活躍されています。この両者を通じて、ビジネスリーダーとしての在り方や、考え方を基に、企業経営について考えていきたいと思います。まず今回は、この両者を理解するためにYouTubeで動画を視聴します。

２　YouTube動画の視聴（40分　動画のみでは1.25倍速で35分）
・教材を配付する。教材最終ページの「YouTube動画視聴メモ」に記入させながら視聴する。
　・それでは、配付した「YouTube動画視聴メモ」に記入しながら視聴しましょう。それではまず渋沢栄一についての動画を２本視聴します。
　・視聴YouTube①（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴することを推奨する）
https://www.youtube.com/watch?v=CzGJ9aD_3iQ&list=PLzDBFkZ6bVAlczV-3JTxEvS2wE-UI1pdA&index=1
「今回は特別編：実業界の父～渋沢栄一～」2015年10月　TOKYO MX　
約13分（1.25倍速→ 約10分30秒）
　・視聴YouTube②（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴することを推奨する）
https://www.youtube.com/watch?v=0moROikluqE&list=PLzDBFkZ6bVAlczV-3JTxEvS2wE-UI1pdA&index=2
「【10分でわかる】渋沢栄一「論語と算盤」【第一人者が解説】」2020年３月　筑摩書房
約10分（1.25倍速→約８分）
　・次は豊田章男会長についての動画を視聴します。この動画は決算説明会での動画となりますので、決算に関する話もありますが、その話の中で豊田章男会長の想いが出てきます。その想いをしっかり聞いてください。
　・視聴YouTube③（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴することを推奨する）
　　https://www.youtube.com/watch?v=Otq8EZT3CM4&t=22s
[bookmark: _Hlk60915624]「トヨタイムズ「2020年3月期決算説明会豊田社長メッセージ」」2020年５月　トヨタイムズ
約20分（1.25倍速→約16分）

３　課題の指示（３分）
　・今回の授業では渋沢栄一と豊田章男会長について理解を深めました。次回の授業では教材のアサインメントについて意見共有をします。アサインメントの１～５を事前に個人で考えてきてください。提出期限は〇月〇日とします。評価にも入ります。本日の動画視聴メモや教材の１ページ、２ページ目の文章を参考にして、皆さんの考えを記入してきてください。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜グループ内意見共有＞
・最初の10分は４～６名程度のグループ内で意見共有を行う。10分でアサインメント全てを意見共有できないので、アサインメント３・４を中心として意見共有を行う。
＜全体意見共有＞
・アサインメントの順で意見共有を行う。重点的に行いたいのはアサインメント３・４・５になるので、アサインメント１・２については、スプレッドシートや授業支援アプリなど（ロイロノートなど）を活用して意見共有してもよい。
・板書については別添の「【教材参考資料】ケースメソッド板書例」を参考に板書する。
＜振り返りの共有＞
・授業の最後に振り返りを書かせるとともに、スプレッドシートなどを活用して生徒同士で振り返りの共有を行うとより学習効果が上がる。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　グループ内意見共有（10分）
・授業の始めに10分グループ内で意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。全てのアサインメントを10分で意見共有をするのは時間的に不可能なため教員がアサインメントを２～３つ程度指定する（教材作成者の推奨はアサインメント１・２・３である）。

２　議論を始める前に（２分）
(1) 心理的安全性の確保
　・それでは今日は意見共有を行います。皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2)挙手の方法について
・全体意見共有ではできる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に議論が深まるように当てていきたいと考えています。がんばって挙手してください。

３　アサインメント１の議論（６分）
　・それではアサインメント１の渋沢栄一の考えで印象に残ったことを教えてください。
　・発言内容についてはできる限り板書する。発言内容を教員が簡潔に繰り返してリピートする。それにより全員の理解が深まる（特に声の小さい生徒の発言の後は必ずその発言内容をリピートする）。
　・ここではとにかく数を多く出させる。

４　アサインメント２の議論（６分）
　・それではアサインメント２のトヨタイムズ「2020年3月期決算説明会豊田社長メッセージ」で印象に残ったことを教えてください。
　・ここについてもとにかく数を多く出させる。

５　アサインメント３の議論（６分）
　・それではアサインメント３。渋沢栄一と豊田章男会長の共通点は何だと思いますか。行動や考え方など幅広い視点から教えてください。
　・ここについても数を多く出させる。

６　アサインメント４の議論（８分）
　・３の渋沢栄一と豊田章男会長の共通点を参考にしながら、企業のあるべき姿、あるべき経営はどのようなものであると考えますか。みなさんの意見を教えてください。
　・ここが本時の要となる部分なので、時間をかけてしっかり取り組む。意見が滞るようであれば、グループで２～３分程度話合わせてから、全体の意見共有を行ってもよい。

７　アサインメント５の議論（７分）
　・それでは今までの議論を踏まえ、変化する世の中で不変のものは何だと思いますか。事前に考えた自身の意見を変えてもかまいませんので、今の時点で皆さんが考えることを教えてください。
　・ここについても数を多く出したい。時間があるようなら、全員に順番で発言させてもよい（その場合は他の人の意見と被っていてもいいので…と伝えておく）。
　・アサインメント５については、参考資料として教材作成者が授業を実施した時に生徒からでた意見をまとめている。「【教材参考資料】ケースメソッド板書例」を参考にする。



８　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分程度）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・今回は歴史上のビジネスリーダーとして渋沢栄一。現代のビジネスリーダーとして豊田章男会長についてそれぞれの考え方を基に、企業のあるべき姿、あるべき経営、世の中が変化しても変わらないものについて皆さんと一緒に考えてきました。最後のアサインメントである「変化する世の中で不変なもの」の意見を見ていくと、「人」に関係するものがとても多いと思いです。時代がいくら変化しようとも、ＡＩがどれだけ有能なものになっても、ビジネスで大切なものは「人」だと思います。「人の心」「人としての行動」「人とのつながり」「人への感謝」「人の未来」。ビジネスは「人」が中心でできています。皆さんがビジネスパーソンとして社会に出たときには「人」を中心に考えてください。「人」とのつながりを大切にしてください。そして、ビジネスリーダーとして、世界や未来の幸せを考えていく幅広い視野をもって行動してください。そのような想いをもった人が増えると、未来は明るいものになります。今回学んだことをぜひ、今日からの行動に生かしていきましょう。
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